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                 屋 上 防 水 の 調 査 表  
 
  建物名称：＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

調査個所 12 　年

○ ○ 露出工法

押え工法

判　　　定

○ ○

経年数

工法

劣化状態と相対評価による補修要否の判定経年数による劣化度区分

B,C棟屋上

防水の種類

アスファルト防水

シート防水

ウレタン塗膜防水

Ⅰ（軽度）

Ⅱ（中度）

Ⅲ（重度）

補修不要

必要に応じ補修

要補修

アスファルトｼﾝｸﾞﾙ屋根
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                 屋 上 防 水 の 調 査 表  
 
  建物名称：＊＊＊＊＊＊＊＊ 

調査個所 12 　年

○ 露出工法

○ 押え工法

判　　　定

○

○

B,C棟屋上 経年数

防水の種類

アスファルト防水
工法

シート防水

ウレタン塗膜防水

経年数による劣化度区分 劣化状態と相対評価による補修要否の判定

Ⅰ（軽度） 補修不要

Ⅱ（中度） 必要に応じ補修

Ⅲ（重度） 要補修

通路部シート防水
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④－１防水の評価（屋上防水） 

 

建物名称：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

１）経年による劣化度区分

判

定 12 年

２）経年による劣化度と劣化状態の相対評価による補修要否の判定

劣化度

・屋上防水の評価

  中度劣化
      現状放置可能であるが、早い時期に再検査、点検を行うか、又は、部分補修を
    行う必要があると思われます。

調査部経年数

○ アスファルト防水
露出工法

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

ⅢⅡ

押え工法

露出工法
ウレタン塗膜防水 Ⅰ

Ⅲ

ⅢⅡ

Ⅰアスファルト防水

Ⅰシート防水
露出、押え工法

Ⅱ

25年5年 10年 15年 20年

判定 内　　　　　　　　　　　　　　　容

　現状放置可能であるが、今後も点検は必要である。

　現状放置可能であるが、早期に再調査，点検を行うか、又、部分的
　補修を行う必要がある。

　部分補修又は大規模な補修が必要である。

○

軽　度

中　度

重　度


